
R2.3.26 総務課・学生支援課 

 

新型コロナウイルス感染症に係る帰国・入国者への対応について 

 

新型コロナウイルス感染症に係る帰国・入国者への対応については、５月１０日までは、

次のとおりとする。 

 

１ 入国した日の過去１４日以内に「検疫強化対象地域」、又は「入管法に基づく入

国制限対象地域」に滞在歴がある場合 
 

入国した日の過去１４日以内に「検疫強化対象地域」（※）に滞在歴（検疫強化

対象国として追加された日以降の滞在歴）がある者、又は「入管法に基づく入国

制限対象地域」（※）に滞在歴のある者は、入国の前後に要請される下記①～③の

とおり対応すること。（※「検疫強化対象地域」及び「入管法に基づく入国制限対

象地域」は状況に応じ随時更新されるため、最新の情報を確認すること。 厚生

労働省ホームページ） 

①健康状態に異常のない者も含め、検疫所長の指定する場所（自宅等）で入国の

翌日から起算して１４日間待機し、空港等からの移動も含め公共交通機関を

使用しないこと。 

②入国前に、自身で入国後に待機する滞在先及び空港から滞在先までの移動手

段（公共交通機関以外）を確保すること。 

③入国の際に入国後に待機する滞在先及び空港からの移動手段について検疫所

に登録すること。 
 
上記①～③の対応後、健康状態に問題がなければ、出勤･登校して差し支えない｡ 

なお、留学生にあっては、上記に該当する場合、当分の間、大学に登校できない

場合等は、事前に学生支援課（令和 2 年 4 月 1 日以降は国際教育交流センター）

に相談すること。 

 

２ 上記１以外の感染症危険情報レベル２以上の地域（以下「対象地域」という。）  

から帰国・入国する場合 
 

  令和２年３月９日以降、外務省発表の感染症危険情報レベル３「渡航は止めて 

ください。（渡航中止勧告）」又はレベル２「不要不急の渡航は止めてください。」 

の対象地域（※）から帰国したことが判明した教職員（非常勤職員含む。以下「教 

職員」という。）及び学生（留学生含む。以下「学生」という。）については、次の 

とおりとする。（※ 感染症危険レベルは、状況に応じ随時更新されるため、最新 

の情報を確認すること。 外務省海外安全ホームページ）  
 

（１）大学への連絡 

対象地域から帰国・入国した教職員及び学生本人、又はその情報を入手した

者は、教職員は総務課（総務班）へ、非常勤講師は教務入試課へ、学生は学生

支援課へ連絡する。 
 

（２）対応 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19_qa_kanrenkigyou_00001.html#Q1-1
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19_qa_kanrenkigyou_00001.html#Q1-1
https://www.anzen.mofa.go.jp/riskmap/


・ 総務課、教務入試課及び学生支援課は、上記（１）の連絡を受けた場合には、

学部所属の教職員については各学部長へ、事務局及びセンター所属の職員につ

いては各所属長へ、非常勤講師については学部長及び全学教育推進センター長

へ、学生については学部長へ連絡すること。 

・ 対象地域から帰国・入国した教職員及び学生は、次のとおり対応すること。  

①発熱等の風邪症状がある場合 

・帰国者・接触者相談センター（保健所）へ相談し、その指示等（帰国者・

接触者外来又はかかりつけ医受診、自宅待機等）に従うとともに、指示

等の内容を遅滞なく総務課に報告すること。 

・大学には医療機関が発行する感染症が治癒したことを証明する書類等を

提出した後、出勤・登校すること。 

②特に症状がない場合 

 ・１４日間の自宅待機とし、期間中は健康観察（体温・体調等の記録）を

行い、健康観察記録を大学へ提出した後、出勤・登校すること。 

 

３ 上記１及び２以外の地域から帰国・入国する場合  

   ・１４日間の健康観察（体温・体調等の記録）を行うとともに、体調変化が   

あった場合には帰国者・接触者相談センター等へ相談すること。なお、外出 

する場合はマスクを着用する等、感染拡大防止対策を行うこと。 

  

４ 帰国・入国者の把握について 

（１）出国前 

  ・令和２年３月２６日以降に、海外旅行（公私は問わない。）を予定してい

る教職員又は非常勤講師に対しては、教職員は総務課へ、非常勤講師は教

務入試課へ、別添「海外旅行一覧」によりそれぞれ報告させる。 

・令和２年３月２６日以降に、海外研修・留学等（私的旅行を含む。）を予

定している学生については、別添「海外渡航・滞在歴（海外研修・留学等）

の連絡先届出書」による学生支援課への届出を徹底させる。 

（２）帰国・入国後 

  ・令和２年３月９日以降、帰国･入国した教職員及び学生に対し、教職員は総務

課へ、学生は学生支援課へ、非常勤講師は教務入試課へ、それぞれ滞在歴（滞

在地域、滞在期間）を連絡させる。 



海外旅行一覧（令和2年3月26日以降）

学部・事務局
・センター

学科（専攻・部門）
・課・室

職名 氏名 出張先（注1） 旅行期間
備考

（注2）
同行学生の有無

（注3）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

令和　年　月　日～令和　年　月　日 公・私 無・有（　名）

（注1）都市名等も詳細に記載すること

（注2）該当する方に〇を付けること

（注3）該当する方に〇を付けるとともに、「有」の場合はその人数を（）に記入すること

取扱注意




